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ジ
ャ
ー
ナ
ル
学
科
に
恋
を
し
て 

 

今
は
ど
こ
の
市
町
村
で
も
行
っ
て
い
る
、
シ
ニ
ア
の
生
涯
学
習
で
す
が
、
我
が
狭
山
市

に
は
珍
し
い
学
科
が
存
在
し
ま
す
。
日
本
で
唯
一
の
学
科
で
は
な
い
か
と
、
思
わ
れ
ま
す
。 

 

そ
れ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
学
科
と
言
い
、
学
習
の
目
標
は
、「
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
す
る
」
で
す
。「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
」
を
掲
げ
、

日
々
研
鑽
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
は
、
６
項
目
か
ら
な
り
、
①
考
え
る
（
企
画
）
②
調
べ
る
（
取

材
） 

③
記
録
す
る
（
メ
モ
、
写
真
） 

④
表
す
（
執
筆
） 

⑤
構
成
す
る
（
編
集
） 

⑥

提
供
（
発
行
）
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
学
ぶ
こ
と
で
、
認
知
機
能
の
低
下
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。 

 

一
年
間
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
こ
の
学
科
が
好
き
に
な
り
、
恋
に
発
展
す
る

の
か
な
と
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
・
健
康
冊
子
・
達

人
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
制
作
し
て
き
ま
し
た
が
、
修
了
時
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
修
了
制
作
と
し
て
、
課
題
自
由
の
冊
子
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
趣
味
や
活
動
の
中
か
ら
、
伝
え
た
い
こ
と
を
、
ラ
ブ
レ
タ
ー

を
書
く
つ
も
り
で
、
文
章
に
し
て
み
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
内
容
で
、
楽
し
さ
や
面
白
さ
な
ど
を
、
読
者
の
皆
様
に
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。 
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都
か
ら
見
る
と
、
辺
境
の
地
と
考
え
ら

れ
た
狭
山
市
域
で
す
が
、
文
学
や
歴
史
の

舞
台
に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

入
間
路
の 

大
家
が
原 

 

武
蔵
国
と
上
野
国
の
国
府
を
結
ぶ
官
道

入
間
路
（
い
り
ま
じ
）
が
、
狭
山
市
内
を

通
り
抜
け
て
い
た
。 

大
伴
家
持
編
纂
の
『
万
葉
集
』
の
巻
十

四
に
東
歌
「
入
間
路
の 

大
家
が
原
の 

い
わ
ゐ
蔓 

引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る 

吾
に
な

絶
え
そ
ね
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
い
わ

ゐ
蔓
」
は
す
べ
り
ひ
ゆ
、
じ
ゅ
ん
さ
い
、

み
ず
は
こ
べ
で
、「
ぬ
る
ぬ
る
」
は
「
弛
ん

で
解
け
る
こ
と
」
で
、「
入
間
道
の
大
家
が

原
の
い
わ
ゐ
蔓
の
よ
う
に
わ
た
し
か
ら
離

れ
な
い
で
お
く
れ
」
の
意
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、「
大
家
が
原
」
は
越
生
町
大
谷
や
、

ふ
じ
み
野
市
大
家
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

朝
廷
の
力
が
衰
え
る
と
、
入
間
路
は
寂

れ
た
が
、
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
る
と
、「
鎌

倉
街
道
上
つ
道
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。 

征
夷
大
将
軍
か
ら
下
知
を
受
け
る
と
、

御
家
人
が
「
い
ざ
鎌
倉
」
と
馳
せ
参
じ
た

道
で
あ
る
。
後
北
条
時
代
に
な
る
と
、
伝

馬
制
に
よ
り
、
沿
道
の
村
に
伝
馬
役
が
課

せ
ら
れ
た
。
伝
馬
は
「
駅
伝
」
と
も
言
わ

れ
、
駅
伝
競
走
の
語
源
と
な
っ
て
い
る
。 

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
、
徳
川
家
康
に

よ
り
中
山
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
鎌
倉
道

は
村
々
を
結
ぶ
里
道
と
な
っ
た
。 

      

    

東
路
に 

あ
り
と
い
ふ
な
る 

入
曽
地
区
の
水
野
に
「
逃
水
」
と
言
う

地
名
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
歌
枕
の

地
と
し
て
、
京
都
の
貴
族
た
ち
に
も
知
ら

れ
て
い
た
。
逃
げ
水
と
は
、
か
す
み
が
立

ち
込
め
た
時
、
旅
人
が
水
を
求
め
近
づ
く

と
、
泉
が
消
え
る
現
象
で
あ
る
。 

延
慶
三
年
（
一
三
二
〇
）、源
俊
頼
は『
夫

木
和
歌
集
』
で
「
東
路
に 

あ
り
と
い
ふ

な
る 

逃
水
の 

に
げ
の
が
れ
て
も 
世

に
過
ぐ
す
か
な
」
と
詠
ん
で
い
る
。 

 

ゐ
は
堀
兼
の
井 

 

入
曽
駅
か
ら
少
し
歩
く
と
、
大
き
な
蟻

地
獄
の
よ
う
な
凹
地
（
直
径
二
十
六
メ
ー

ト
ル
・
深
さ
十
一
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。

武
蔵
野
に
掘
ら
れ
た
十
四
か
所
の
「
堀
兼

の
井
」
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
に
発
掘
さ
れ
、
埼
玉
県
指

定
史
跡
に
な
っ
た
。東
京
都
羽
村
市
で
は
、

「
ま
い
ま
い
ず
井
戸
」
と
、
入
曽
地
区
で

は
「
七
曲
の
井
」
と
呼
び
習
わ
し
、
堀
難

井
を
「
ほ
り
が
た
い
」
と
読
ん
で
い
る
。 

 

清
少
納
言
は
『
枕
草
子
』
百
五
十
四
段

で
紹
介
す
る
。「
井
は
堀
兼
の
井
。
走
井
は

逢
坂
な
る
が
を
か
し
き
。
山
の
井
の
さ
し

も
浅
き
て
た
め
し
に
な
り
は
じ
め
け
ん
」。 

 

歌
枕
の
地
と
し
て
、
多
く
の
和
歌
に
詠

ま
れ
て
い
る
。
三
十
六
歌
仙
の
一
人
伊
勢

は
「
い
か
で
も
と 

思
ふ
心
は 

堀
兼
の 

井
よ
り
も
猶
ぞ 

深
さ
ま
さ
れ
る
」
と
、

藤
原
俊
成
は
『
千
載
和
歌
集
』
で
「
む
さ

し
野
の 

堀
金
の
井
も 

あ
る
も
の
を
嬉

し
く 

水
の
近
付
き
に
け
り
」
と
、
西
行

は
「
汲
み
て
知
る 

人
も
あ
り
け
ん 

自

ず
か
ら 

堀
兼
の
井
の 

底
の
心
を
」と
、

そ
し
て
、地
元
の
国
学
者
田
口
保
明
は「
人

は
知
ら
じ 

ほ
り
も
つ
く
さ
で 

堀
兼
の 

井
よ
り
も
深
き 

思
ひ
あ
り
せ
ば
」
と
詠

じ
て
い
る
。 

 

正
応
三
年(

一
二
九
〇)

、
出
家
し
た
後

深
草
院
二
条
は
、
関
東
に
歌
枕
の
旅
を
し

た
。
浅
草
観
音
に
詣
で
た
後
、
入
間
郡
に

足
を
伸
ば
し
た
。
そ
し
て
、
堀
兼
の
井
を

見
て
、「
堀
兼
の
井
は
跡
か
た
も
な
く
て
、

た
だ
枯
れ
た
る
木
の
一
つ
残
り
た
る
ば
か

り
な
り
」
と
嘆
い
て
い
る
。（『
と
わ
ず
か

た
り
』） 

 

文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
は
、「
堀

兼
の
井
、
見
に
ま
か
り
て
詠
め
る
。
今
は

高
井
戸
と
言
ふ
」
と
、
聖
護
院
門
跡
道
興

准
后
（
ど
う
こ
う
じ
ゅ
ご
う
）
は
『
廻
国

雑
記
』
に
記
し
、
「
昔
誰 

心
づ
く
し
の 

名
を
留
め
て 

水
な
き
野
辺
を 

堀
兼
の

井
ぞ
」
と
、
歌
を
添
え
て
い
る
。 

 

 

堀
兼
地
区
で
は
「
日
本
武
尊
が
東
征
の

折
、
飲
み
水
に
苦
し
ん
で
い
た
村
人
に
掘

ら
せ
た
」
と
伝
え
、「
堀
兼
の
井
」
が
、
埼

玉
県
指
定
旧
跡
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

死
を
悲
し
ん
だ
大
姫 

 

ひ
と
際
目
を
引
く
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の

傍
ら
に
、
わ
ず
か
十
二
年
で
生
涯
を
終
え

た
、
木
曽
義
仲
の
嫡
子
義
高
を
祀
っ
た
神

社
が
鎮
座
し
て
い
る
。 

寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）、
義
仲
は
、
源

頼
朝
と
仲
違
し
そ
う
に
な
る
と
、
清
水
冠

者
義
高
を
人
質
と
し
て
差
し
出
し
た
。
す

る
と
、
頼
朝
は
十
一
歳
の
義
高
を
連
れ
、

鎌
倉
に
帰
っ
た
。ち
な
み
に
、『
平
家
物
語
』

は
、
義
高
の
名
前
を
「
義
重
」
と
記
し
て

い
る
。 
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義
高
は
頼
朝
の
娘
大
姫
と
夫
婦
に
な
り
、

仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
、

両
者
が
不
仲
に
な
る
と
生
命
を
狙
わ
れ
、

鎌
倉
か
ら
逃
げ
る
途
中
、
頼
朝
の
家
来
に

よ
っ
て
入
間
河
原
で
殺
さ
れ
た
。
元
暦
元

年
（
一
一
八
四
）
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。 

彼
の
死
を
悲
し
ん
だ
大
姫
は
、
後
を
追

う
よ
う
に
短
い
一
生
を
終
え
た
。
鎌
倉
幕

府
編
纂
の
『
吾
妻
鏡
』
に
載
る
悲
し
い
話

で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
人
の
菩
提
を
慰
め

る
た
め
、
北
条
政
子
は
、
八
幡
宮
を
建
て

た
。 

 

鎌
倉
街
道
沿
い
に
あ
る
奥
州
道
（
お
う

じ
ゅ
う
ど
う
）
の
五
差
路
に
、「
影
隠
地
蔵
」

が
鎮
座
し
て
い
る
。
徳
川
幕
府
編
纂
の『
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
、「
二
尺
余
の
木
造

地
蔵
菩
薩
が
地
蔵
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

源
義
高
が
鎌
倉
か
ら
逃
れ
来
た
時
、
地
蔵

の
背
後
に
隠
れ
、
危
急
を
免
れ
、
奥
州
ま

で
落
ち
延
び
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

 

百
発
百
中
の
妙
技
に 

 

建
久
四
年(

一
一
九
三)

三
月
、
源
頼
朝

は
那
須
野
の
巻
狩
り
に
出
掛
け
た
折
、
北

入
曽
の
「
御
狩
場
」
で
追
鳥
狩
り
を
行
っ

た
。
二
十
一
日
、
鎌
倉
を
出
発
し
た
頼
朝

一
行
は
、
二
十
五
日
、
入
間
野
で
追
鳥
狩

り
を
行
っ
た
。
そ
の
時
、
藤
沢
次
郎
清
親

は
雉
五
羽
と
真
鶴
二
十
五
羽
を
射
落
と
し
、

妙
技
に
感
心
し
た
頼
朝
は
清
親
を
賞
賛
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
地
を
「
御
狩
場
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
御
狩
場
小
学
校
の

校
章
は
三
本
の
矢
を
か
た
ど
っ
て
い
る
。 

 

江
戸
時
代
、
堀
兼
村
と
水
野
村
は
尾
張

藩
徳
川
家
の
御
鷹
場
で
あ
っ
た
が
、
北
入

曽
村
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

 
 

所
謂 
柏
原
太
郎
是
也 

 

柏
原
に
居
舘
を
構
え
た
柏
原
太
郎
は
、

保
元
・
平
治
の
乱
な
ど
に
、
畠
山
重
忠
の

家
来
と
し
て
、
参
陣
し
て
い
る
。 

「
鵯
越
の
逆
落
と
し
の
時
、
重
忠
は
愛

馬
『
三
日
月
』
を
背
負
っ
て
下
っ
た
」
と
、

『
源
平
盛
衰
記
』
に
記
述
し
て
い
る
。
文

治
五
年
（
一
一
八
九
）、
奥
州
征
伐
の
折
、

城
壁
崩
し
を
任
務
と
し
て
、
重
忠
は
先
陣

を
務
め
た
。「
所
謂
、
長
野
三
郎
重
清
・
大

串
小
次
郎
重
親
・
本
田
次
郎
近
常
・
榛
沢

六
郎
成
清
・
柏
原
太
郎
等
是
也
。
出
御
の

鎌
倉
勢
一
千
騎
也
」
と
、『
吾
妻
鏡
』
が
記

録
し
て
い
る
。
五
騎
の
一
人
と
し
て
、
太

郎
も
付
き
従
っ
た
。 

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）、
主
人
の
重
忠

は
二
股
川
で
非
業
の
死
を
遂
げ
る
が
、
柏

原
太
郎
の
消
息
は
分
か
ら
な
い
。 

 

 

 

武
州
入
間
河
沈
水
の
事 

建
暦
二
年
（
一
二
一
一
）、
飛
鳥
井
雅
経

に
伴
わ
れ
鴨
長
明
は
鎌
倉
に
下
向
し
、
第

三
代
将
軍
源
実
朝
と
対
談
し
て
い
る
。
そ

の
時
、
入
間
川
の
大
洪
水
を
知
っ
た
の
だ

ろ
う
。 

建
保
二
年(

一
二
一
四)

に
著
し
た
仏
教

説
話
集
『
発
心
集
』
の
「
武
州
入
間
河
沈

水
の
事
」
に
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
鮮
や
か

に
著
し
て
い
る
。 

し
ば
ら
く
の
間
、
官
主
は
泳
い
で
い 

 
 
 

た
が
、
一
人
に
な
っ
て
流
さ
れ
た
。「
も
う

こ
れ
以
上
力
が
続
か
な
い
。
い
よ
い
よ
お

ぼ
れ
死
ぬ
の
か
」
と
、
神
仏
に
祈
っ
た
、 

「
な
ぜ
こ
ん
な
目
に
合
う
の
か
」
と 

流
さ
れ
る
う
ち
に
少
し
黒
ず
ん
だ
所
が
見

え
た
の
で
、
泳
ぎ
着
く
と
、
流
れ
残
っ
た

葦
の
末
葉
で
あ
っ
た
。「
こ
こ
で
し
ば
ら
く

体
を
休
め
よ
う
」
と
安
心
し
て
い
る
と
、

何
か
体
に
巻
き
付
く
で
は
な
い
か
。
驚
い

て
探
っ
て
見
る
と
、
蛇
の
大
き
な
群
れ
で

あ
っ
た
。
葦
に
取
り
付
き
、
集
ま
っ
て
い

た
の
だ
。 

 

夢
見
て
い
る
よ
う
で
、恐
ろ
し
く
な
り
、

偶
然
浅
瀬
に
た
ど
り
着
く
と
、
片
端
か
ら

取
っ
て
は
投
げ
、
取
っ
て
は
投
げ
、
陸
地

に
た
ど
り
着
い
た
。 

 

洪
水
か
ら
生
還
し
得
た
、
信
心
深
い
人

物
の
数
奇
な
説
話
で
あ
る
。 

 

こ
の
記
事
を
書
い
た
二
年
後
、
随
筆
家

鴨
長
明
は
京
都
で
没
し
た
。 

 
 
 

神
霊
矢
口
の
渡
し 

 

足
利
尊
氏
の
四
男
で
、「
入
間
川
殿
」
と

呼
ば
れ
た
足
利
基
氏
（
関
東
公
方
）
は
、

文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
か
ら
九
年
間
、

三
万
六
千
騎
を
率
い
て
、
曹
洞
宗
徳
林
寺

に
在
陣
し
た
と
言
う
。 

 

延
文
三
年(

一
三
五
八)

、
多
摩
川
の
矢

口
の
渡
し
で
殺
さ
れ
た
新
田
義
興(

義
貞

の
二
男
）
は
、
入
間
川
町
で
首
実
検
さ
れ

た
。
す
る
と
、
無
念
の
最
期
を
遂
げ
た
義

興
の
怨
霊
の
落
雷
に
よ
り
、
三
百
余
軒
の

人
家
や
十
か
所
の
神
社
・
寺
院
が
焼
失
し

た
。
南
北
朝
五
十
年
間
を
記
し
た
が
『
太

平
記
』
に
載
っ
て
い
る
悲
話
で
あ
る
。 

 

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
福
内
鬼
外
（
平

賀
源
内
）
は
、
こ
の
事
件
を
浄
瑠
璃
『
神

霊
矢
口
渡
』に
脚
色
、好
評
を
得
て
い
る
。 

 

清水八幡 本富士見橋付近 

城山稲荷大明神 城山砦内 

４ 



 
 

義
貞
の
駒
繋
ぎ
松 

 
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
八
日
、 

上
州
新
田
郡
の
生
品
神
社
で
、
新
田
義
貞

は
百
五
十
騎
ほ
ど
で
旗
揚
げ
し
た
。 

 

そ
し
て
、
利
根
川
を
渡
り
、
武
蔵
国
に

入
る
。
十
日
、
笛
吹
峠
を
越
え
、
入
間
川

に
至
る
と
、二
十
万
騎
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

十
一
日
朝
に
入
間
川
を
押
し
渡
る
。
十
二

日
、
所
沢
市
北
野
の
小
手
指
ヶ
原
で
幕
府

軍
と
激
突
す
る
が
、
義
貞
軍
は
戦
い
に
敗

れ
、「
堀
金
（
ほ
り
か
ね
）」
に
退
い
た
。 

 

つ
い
で
、十
三
日
に
久
米
川
で
、十
五
、

十
六
日
、
分
倍
が
原
で
勝
利
を
得
た
。
破

竹
の
勢
い
で
、
二
十
二
日
に
鎌
倉
に
入
り
、

執
権
、
北
条
高
時
を
自
刃
に
追
い
込
み
、

鎌
倉
幕
府
を
滅
亡
さ
せ
た
。 

狭
山
市
駅
近
く
の
八
幡
神
社
境
内
に
は

愛
馬
を
繋
ぎ
、
必
勝
を
祈
願
し
た
「
駒
繋

ぎ
の
松
」
が
残
さ
れ
、
曹
洞
宗
徳
林
寺
に

は
新
田
義
貞
が
滞
陣
し
た
と
言
う
物
語
が

残
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

 
 

 
 

明
和
の
大
騒
動 

 

あ
る
教
科
書
に
、「
島
原
の
乱
以
来
の
大

騒
動
」
と
言
わ
れ
た
伝
馬
反
対
一
揆
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。明
和
元
年（
一
七
六
四
）、

幕
府
が
中
山
道
沿
い
の
村
々
に
助
郷
（
す

け
ご
う
）
を
増
や
そ
う
と
す
る
と
、
こ
れ

を
黙
っ
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
厳
し
い
命
令

が
出
さ
れ
る
と
、
農
民
た
ち
は
一
斉
に
蜂

起
し
た
。
武
蔵
国
・
下
野
国
・
上
野
国
・

信
濃
国
の
農
民
二
十
万
は
、
江
戸
へ
押
し

寄
せ
る
勢
い
を
示
し
た
。
驚
い
た
幕
府
は
、

伊
奈
郡
代
を
差
し
向
け
、
要
求
を
す
べ
て

受
け
入
れ
た
。
勝
ち
誇
っ
た
農
民
は
、
高

利
貸
し
が
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い

る
か
ら
だ
と
、
二
十
軒
ば
か
り
を
打
ち
壊

し
、
騒
ぎ
は
や
っ
と
収
ま
っ
た
。 

 

宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
三
）
、

入
間
川
村
の
綿
貫
夏
右
衛
門
半
平
・
狐
塚

村
の
高
橋
甚
左
衛
門
・
増
田
村
の
小
島
太

夫
な
ど
の
高
利
貸
し
が
増
助
郷
の
資
金
源

と
な
り
、
中
山
道
筋
の
問
屋
（
と
い
や
）

が
増
助
郷
の
拡
大
を
働
き
掛
け
た
こ
と
に

よ
る
。一
揆
勢
は
、綿
貫
家
に
押
し
掛
け
、

居
宅
や
土
蔵
、
酒
蔵
な
ど
を
打
ち
壊
し
た
。

そ
の
前
に
、
夏
右
衛
門
夫
婦
は
沢
の
天
岑

寺
（
て
ん
し
ん
じ
）
に
逃
げ
込
み
、
一
命

を
取
り
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
お

礼
に
「
不
許
葷
酒
入
山
門
」
と
刻
ん
だ
結

界
石
を
寄
進
し
て
い
る
。 

慶
応
二
年(

一
八
六
六)

に
発
生
し
た

「
武
州
世
直
し
一
揆
」
で
、
綿
貫
家
は
再

度
打
ち
壊
さ
れ
た
。「
西
の
鴻
池
、
東
の
綿

貫
」
と
言
わ
れ
た
豪
商
も
、
幕
府
が
滅
び

る
と
共
に
衰
退
し
た
。
文
人
墨
客
が
訪
れ

た
茶
室
と
立
ち
並
ぶ
墓
石
群
が
当
時
の
栄

華
を
今
に
伝
え
て
い
る
。 

 

 

利
白
和
尚
霊
験
記 

堀
兼
地
区
青
柳
に
、
二
間
四
方
の
釈
迦

堂
由
来
の
物
語
『
利
白
和
尚
霊
験
記
』
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
主
人
公
は
、
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
十
一
月
二
十
二
日
、
念
仏

を
唱
え
な
が
ら
、
大
往
生
し
た
。 

百
年
余
の
歳
月
が
流
れ
、安
永
五
年（
一

七
七
六
）
青
柳
村
の
安
左
衛
門
の
女
房
に

女
の
子
が
生
ま
れ
た
が
、
母
親
は
間
も
な

く
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
さ
れ

た
子
は
、
六
十
歳
余
の
老
婆
の
乳
房
を
慕

い
、
昼
と
な
く
夜
と
な
く
泣
い
た
。
老
婆

は
困
り
果
て
、
釈
迦
如
来
に
「
乳
を
お
授

け
下
さ
い
」
と
願
を
掛
け
た
。 

そ
の
晩
、
年
老
い
た
お
坊
さ
ん
が
夢
枕

に
立
ち
、「
私
は
利
白
で
あ
る
。
我
が
力
で

乳
飲
み
子
を
助
け
よ
う
。
石
碑
近
く
の
清

い
泉
の
水
を
乳
房
に
塗
り
付
け
、
お
前
も

口
に
含
み
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
娘
が

育
つ
く
ら
い
の
お
乳
が
出
る
で
あ
ろ
う
」

と
告
げ
る
と
、
す
う
っ
と
消
え
た
。 

次
の
晩
、
夢
枕
に
現
れ
、
揺
り
起
こ
さ

れ
た
老
婆
は
乳
房
が
桃
の
よ
う
に
張
り
、

お
乳
が
滝
の
よ
う
に
流
れ
出
た
。 

 

 

 

歴
史
と
文
学
の
舞
台
が
あ
な
た
を
待
っ

て
い
ま
す
。
狭
山
市
内
を
散
策
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

 

『
狭
山
市
史 

地
誌
編
』
狭
山
市 

『
狭
山
市
史 

中
世
編
』
狭
山
市

駒繋ぎの松 八幡神社境内 

 結界石 天岑寺境内 

釈迦堂 堀兼地区青柳 

 徳林寺山門 図書館付近 
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●
孫
と
楽
し
く 

 
 

 

よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
事
情
で
孫
（
１０
才
）

と
暮
ら
し
始
め
て
半
年
に
な
り
ま
す
。

初
め
て
二
人
で
過
ご
す
、
長
い
夏
休
み

が
始
ま
り
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
ら

い
い
の
か
と
考
え
ま
し
た
が
、
毎
日
家

に
い
て
も
、
お
互
い
の
た
め
に
な
り
そ

う
も
な
い
。
ど
う
す
る
か
が
、
思
い
浮

か
ば
ず
、
孫
と
相
談
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

 

そ
こ
で
、
二
人
で
思
い
切
り
楽
し
も

う
と
、
話
し
合
い
、
孫
に
有
意
義
で
楽

し
く
な
る
よ
う
な
事
が
な
い
か
、
公
民 

 
 

   

館
や
児
童
館
で
楽
し
め
る
よ
う
な
行
事

や
催
し
が
な
い
か
、
情
報
を
集
め
て
み

ま
し
た
。 

 

●
児
童
館
の
夏
祭
り 

 

そ
の
中
で
、
児
童
館
で
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
手
始
め
に

行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
開
催
日
に
は
、
孫
一
人
で
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
前
も
っ
て
安

全
な
道
順
な
ど
確
認
し
て
お
き
、
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。 

 

当
日
は
猛
暑
で
心
配
し
ま
し
た
が
勇

ん
で
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。 

 

孫
は
模
擬
店
な
ど
や
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
友
達
と
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
帰
り
が
遅
く
、
心
配
し
て
児
童

館
に
問
い
合
わ
せ
を
し
、
探
し
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
図
書
室
で
本
に
夢
中
に

な
っ
て
い
て
、
帰
り
時
間
を
忘
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。 

本
好
き
が
あ
だ
と
な
り
ま
し
た
が
、

迎
え
に
行
き
、
帰
り
道
で
は
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
す
る
と
、
他
の
人
に
も
迷

惑
が
か
か
る
の
で
、
必
ず
連
絡
は
す
る

よ
う
諭
し
て
お
き
ま
し
た
。 

     
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 ●

盆
踊
り
・
ふ
る
さ
と
祭
り 

 

次
の
楽
し
み
は
、
盆
踊
り
と
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
で
す
。 

 
地
域
で
の
盆
踊
り
も
本
番
を
迎
え
、

練
習
会
に
も
参
加
し
て
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
東
京
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
新
し
い

浴
衣
に
白
足
袋
、
そ
し
て
下
駄
を
は
い

て
張
り
切
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。 

                   
 

 

東
京
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
て
も

血
縁
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
前
か
ら
孫

を
可
愛
が
っ
て
く
れ
て
い
る
人
で
す
。

高
齢
の
た
め
、
盆
踊
り
に
は
来
ら
れ
な

い
の
で
、
後
日
、
浴
衣
姿
を
見
せ
に
行

き
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

 
 

孫 

と 

の 

 
 

 
 

熱
い 

暑
い 

夏
休
み 

 
 

藤
橋 

敏
子 
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夏祭り～御神輿の前で 
アイス、おいし～い 

うれしい外出 

水筒持参で完璧 



      

● 

七
夕
祭
り 

    

●
七
夕
祭
り 

 
 

 
 

花
火
を
見
る
予
定
も
あ
る
の
で
、
夕

方
に
な
っ
て
か
ら
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
七
夕
見
物
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

良
い
天
気
の
な
か
、
新
し
く
な
っ
た

駅
前
か
ら
、
七
夕
の
飾
り
つ
け
や
、
大

勢
の
人
並
を
か
き
分
け
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
出
店
を
覗
い
て
楽
し
み
な
が
ら
、

花
火
の
打
ち
上
げ
会
場
へ
向
い
ま
し
た
。 

 

８
時
頃
に
花
火
の
打
ち
上
げ
が
始
ま

り
、
良
く
見
え
る
位
置
が
確
保
で
き
、

最
後
ま
で
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
見
る

事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

帰
り
に
は
、
出
店
で
金
魚
す
く
い
を

や
り
、
３
匹
す
く
え
ま
し
た
。
こ
の
金

魚
は
、
今
で
も
我
が
家
の
水
槽
で
元
気

に
泳
い
で
い
ま
す
。 

 

●
日
帰
り
バ
ス
旅
行 

  

最
大
の
行
事
。
バ
ス
旅
行
で
す
。
行

き
先
は
、
海
ほ
た
る
経
由
、
鴨
川
シ
ー

ワ
ー
ル
ド
で
す
。
し
か
し
、
約
５
時
間

か
か
っ
た
た
め
、
滞
在
時
間
２
時
間
３

０
分
と
な
り
、
駆
け
足
の
見
学
と
な
り

ま
し
た
。 

関
東
近
県
で
は
、
こ
こ
で
し
か
見
ら

れ
な
い
、
シ
ャ
チ
や
、
ト
ド
・
イ
ル
カ
・

ア
シ
カ
な
ど
の
シ
ョ
ウ
を
見
た
り
し
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
シ
ャ
チ
と
ト
ド
の
赤

ち
ゃ
ん
が
、
お
母
さ
ん
と
可
愛
ら
し
い

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

昼
食
休
憩
後
、
ア
イ
ス
や
ポ
テ
ト
を

食
べ
ま
し
た
。
帰
り
の
時
間
が
迫
り
、

ト
イ
レ
タ
イ
ム
を
し
っ
か
り
取
り
、
バ

ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。 

帰
り
は
、
海
ほ
た
る
で
ト
イ
レ
休
憩 

                
 

 

 後
、
家
路
へ
急
ぎ
ま
す
。
途
中
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
が
見
え
、
感
激
し
て
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
疲
れ
果

て
夢
の
中
。
孫
も
同
様
で
、
可
愛
い
寝

顔
を
み
せ
て
、
満
足
し
た
様
子
で
ぐ
っ

す
り
ね
む
っ
て
い
ま
す
。
忙
し
か
っ
た

が
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

 

       

●
こ
れ
か
ら 

 
 

そ
の
他
、
東
京
の
科
学
館
・
埼
玉
小 

川
の
自
然
体
験
・
水
泳
教
室
、
な
ど
と

思
い
出
し
て
み
る
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
計
画
で
し
た
。
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド

キ
の
楽
し
い
経
験
い
っ
ぱ
い
の
夏
休
み

で
し
た
。
孫
と
過
ご
し
た
事
で
、
初
体

験
も
多
く
あ
り
、
自
分
自
身
も
大
い
に

楽
し
め
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
パ
ワ
ー
を
貰
っ
て
、

楽
し
さ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
成

長
を
見
守
り
な
が
ら
、
二
人
で
頑
張
っ

て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

綾
ち
ゃ
ん
よ
ろ
し
く
ね
！ 
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アシカの曲芸～鴨川シーワールド 

浴衣をプレゼントしてくれた 

おばあちゃんと 

遠くに見えたスカイツリー

ー 

暑い中のひと休み 



                     

 

   

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
… 

こ
の
切
符
は
、
一
枚
で
当
日
の
０
時
か

ら
２４
時
迄
普
通
車
に
乗
り
放
題
で
、
５
枚

の
切
符
で
１
万
１
５
０
０
円
で
あ
る
。

「
い
ろ
ん
な
ロ
ー
カ
ル
線
に
乗
り
た
い

ね
」
と
、
急
に
小
淵
沢
で
下
車
。
ホ
ー
ム

に
は
、
ロ
ー
カ
ル
色
豊
か
な
小
海
線
の
列

車
が
、
前
に
は
、
青
々
と
連
な
る
八
ヶ
岳

が
迫
っ
て
い
た
。 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 こ

の
切
符
は
、
１
枚
で
、
当
日
の

０
時
か
ら
２
４
時
迄
普
通
車
に
乗

り
放
題
で
、
５
枚
の
切
符
で
１
１
５

０
０
円
で
あ
る
。
「
い
ろ
ん
な
ロ
ー

カ
ル
線
に
乗
り
た
い
ね
」
と
、
急
に

小
淵
沢
で
下
車
。
ホ
ー
ム
に
は
、
ロ

ー
カ
ル
色
豊
か
な
小
海
線
の
列
車

が
、
前
に
は
、
青
々
と
連
な
る
八
ヶ

岳
が
迫
っ
て
い
た
。 

 

下
り
の
列
車
は
空
い
て
い
て
、４
人
が
け

の
席
に
贅
沢
に
座
っ
た
。 

 
 

旅
の
始
ま
り
か
ら
、
車
窓
に
は
、
も
く

も
く
と
湧
く
入
道
雲
と
青
い
山
並
み
が
、

強
い
日
差
し
の
中
に
見
え
隠
れ
し
て
い

た
。 

「
今
日
は
ど
こ
ま
で
行
け
る
か
な
～
」と

夫
。
「
夕
方
５
時
ご
ろ
ま
で
、
行
け
る
所

ま
で
ど
う
か
し
ら
」
と
私
。 

 
 

 
 

 

六
十
代
最
後
の
こ
の
夏
に
、
憧
れ
の
青

春
１８
切
符
の
旅
に
出
た
。
こ
の
切
符
で

旅
に
出
る
と
、
青
春
が
戻
っ
て
き
そ
う
な

、
そ
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
、
ま
ず
魅
か
れ
た
。 

青
春
１８
切
符
の
魅
力
は
… 

な
ん
と
い
っ
て
も
、
運
賃
の
安
さ
と
乗

り
放
題
だ
ろ
う
。
時
間
の
た
っ
ぷ
り
あ
る

年
金
生
活
者
の
老
春
の
夫
婦
旅
に
は
、
ぴ

っ
た
り
だ
。 

 

泊
ま
る
所
も
、
行
き
先
も
決
め
な
い
旅

は
、
初
め
て
で
あ
っ
た
。 

 

そ
れ
だ
け
に
、
ど
ん
な
風
景
が
見
ら
れ

る
か
、
ど
ん
な
人
た
ち
に
出
会
え
る
か
が

大
き
な
楽
し
み
の
、
旅
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。 リ

ュ
ッ
ク
に
時
刻
表
と
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
と
カ
メ
ラ
を
入
れ
、
中
央
本
線
に
乗

り
込
ん
だ
。 

       

一
期
一
会
の
出
会
い
旅 

ま
ず
、
写
真
を
撮
り
合
い
、
憧
れ
の
駅

弁
と
ビ
ー
ル
を
買
う
。
発
車
し
て
、即「
カ

ン
パ
ー
イ
」。
十
一
時
に
は
郷
土
食
豊
か

な
早
め
の
駅
弁
に
、
舌
鼓
を
打
つ
。 

ほ
ど
な
く
、
同
世
代
の
夫
婦
が
隣
に
座

っ
た
。「
お
互
い
が
元
気
な
う
ち
に
楽
し

ま
な
い
と
…
毎
週
の
よ
う
に
、ツ
ア
ー
で

出
か
け
て
い
る
よ
」
と
言
う
。「
そ
れ
が

一
番
」
と
私
達
。
小
海
線
な
ら
で
は
の
、

山
や
川
、森
や
渓
谷
と
話
し
の
合
間
に
見

る
景
色
に
、
さ
ら
に
、
旅
の
話
が
盛
り
上

が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
点
の
小
諸
に

着
い
た
。「
ま
た
、
ど
こ
か
で
…
」
と
お

互
い
笑
顔
で
別
れ
る
。 

  
 

 
 

 

旅
の
エ
ッ
セ
ー 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

冨
澤 

邦
子 

 

青
春

切
符
…
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
出
会
い
旅 

ローカル鉄道の各駅

停車の旅は、のんび

り、ゆっくり癒し旅 

 小海線 わくわくエコランド号 小淵沢駅で 

わくわくエコランド 
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美
味
し
い
魚
と
お
酒
で
… 

し
な
の
鉄
道
で
小
諸
か
ら
篠
ノ
井
へ

そ
こ
か
ら
、
信
越
本
線
で
直
江
津
へ
向
か

い
、
今
宵
の
宿
は
日
本
海
に
面
し
た
直
江

津
と
し
た
。
宿
は
昭
和
の
レ
ト
ロ
の
雰
囲

気
が
漂
う
、
寅
さ
ん
が
泊
ま
る
よ
う
な
部

屋
で
あ
っ
た
。 

 

日
本
海
の
魚
を
食
べ
に
入
っ
た
居
酒

屋
で
は
、「
笑
点
」
メ
ン
バ
ー
の
春
風
亭
昇

太
さ
ん
に
そ
っ
く
り
な
、
板
前
さ
ん
と
出

会
う
。 

「
い
つ
も
、
お
客
さ
ん
に
似
て
い
る
と
言

わ
れ
る
ん
で
す
」
と
、
笑
顔
が
さ
ら
に
そ

っ
く
り
。
夫
と
即
席
の
掛
け
合
い
に
、
他

の
板
前
さ
ん
や
お
客
さ
ん
も
加
わ
り
、
魚

と
酒
が
一
段
と
お
い
し
い
、
新
潟
県
直
江

津
の
夜
で
あ
っ
た
。 

 

 

 ど
こ
ま
で
も
日
本
海
… 

２
日
目
は
海
沿
い
を
走
り
、
ど
こ
ま
で

も
広
が
る
青
い
日
本
海
を
、
た
だ
ボ
ー
っ

と
眺
め
て
い
た
。 

隣
に
座
っ
た
婦
人
達

は
「
毎
週
、
列
車
で
長
岡
に
二
人
で
買
い

物
に
来
て
、
一
日
中
遊
ん
で
帰
る
の
」
と

仲
の
良
い
嫁
姑
と
の
出
会
い
に
、
暖
か
い

気
持
ち
に
な
っ
た
。 

２
時
間
待
ち
で
、
長
岡
に
降
り
た
。
近

代
的
で
開
放
的
な
市
役
所
や
、
整
備
さ
れ

た
明
る
い
街
並
み
に
、
便
利
で
生
活
し
易

い
、
地
方
都
市
の
良
さ
を
感
じ
た
。 

甲
子
園
の
高
校
野
球
決
勝
戦
を
、
市
役

所
内
の
開
放
的
な
中
庭
で
見
た
。
立
派
な

シ
ネ
マ
館
で
観
た
長
岡
の
花
火
大
会
の
記

録
映
画
は
、
震
災
の
後
だ
け
に
、
復
興
を

願
う
長
岡
市
民
の
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
、

思
わ
ず
涙
が
出
た
。 

昼
食
は
、
看
板
が
出
て
い
た
安
く
て
、

美
味
し
そ
う
な
魚
定
食
に
し
た
。 

刺
身
、
て
ん
ぷ
ら
、
煮
魚
と
、
新
鮮
プ

リ
プ
リ
の
鯛
づ
く
し
、
漬
物
、
小
鉢
と 

コ
ー
ヒ
ー
付
き
で
７
８
０
円
と
看
板

に
偽
り
な
し
。
大
満
足
の
お
昼
だ
っ
た
。 

宿
か
ら
、
だ
ら
だ
ら
坂
を
空
に
向
か
っ
て

歩
い
て
行
く
と
、
広
い
日
本
海
が
広
が
っ

て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

落
日
が 

枕
に
し
た
る 

横
雲
の 

 

な
ま
め
か
し
け
れ 

直
江
津
の
海 

 
 

 

与
謝
野
晶
子  

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

青
春
１８
切
符
と
は
… 

①
日
本
全
国
ＪＲ
鉄
道
（
普
通
車
）
の
お
得
な

切
符
。
年
齢
制
限
は
な
く
、
大
人
も
子
供

も
同
一
料
金
で
す
。 

②
春
、
夏
、
冬
に
ＪＲ
の
駅
で
購
入
で
き
ま
す

発
売
期
間
と
利
用
期
間
が
あ
り
ま
す
。 

③
利
用
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
使
用
不
可
。
払

い
戻
し
も
で
き
ま
せ
ん
。 

④
５
回
使
用
可
能
な
切
符
で
、
値
段
は
、 

１
万
１
５
０
０
円
で
す
。 

⑤
１
枚
の
切
符
は
、
当
日
の
０
時
か
ら
２４
時 

 

ま
で
乗
り
放
題
で
す
。
途
中
下
車
可
能
で

す
が
、
切
符
１
枚
は
２４
時
ま
で
で
す
。 

⑥
急
行
や
特
急
に
は
乗
れ
ま
せ
ん
が
、
快
速

や
長
距
離
夜
行
快
速
（
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

号
）
は
指
定
席
代
を
払
う
と
乗
れ
ま
す
。 

⑦
夜
行
列
車
は
、
始
発
駅
を
２４
時
前
に
出
発

す
る
も
の
が
多
く
、
２４
時
を
過
ぎ
て
乗
れ

る
所
ま
で
別
料
金
で
行
き
、
２４
時
過
ぎ
の

夜
行
列
車
に
乗
る
と
１
枚
の
切
符
で
可
。 

⑧
１
人
で
５
枚
使
う
の
も
可
。
５
人
で
５
枚

使
う
の
も
可
。
１
泊
を
２
人
で
使
い
、
残

り
一
枚
は
一
人
旅
も
可
。
詳
し
く
は
、
Ｊ

Ｒ
鉄
道
の
各
駅
に
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。 
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そ
の
一
（
ひ
ぃ
） 

カ
メ
ラ 

 

き
っ
か
け
は
旅
行
だ
っ
た
。
国
民
休

暇
村
主
催
の
写
真
講
座
付
き
旅
行
に
夫

と
出
か
け
た
。 

私
が
持
っ
て
い
た
の
は
パ
ワ
ー
シ
ョ

ッ
ト
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ
メ
。

夫
は
張
り
切
っ
て
、
初
心
者
用
の
一
眼

レ
フ
の
デ
ジ
カ
メ
セ
ッ
ト
を
買
っ
て
持

っ
て
い
っ
た
。 

新
潟
県
の
妙
高
国
民
休
暇
村
に
一
泊

し
て
近
く
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
旅

だ
っ
た
が
、
意
外
に
も
調
子
に
乗
っ
て

し
ま
っ
た
の
は
私
の
方
だ
っ
た
。
い
つ

の
ま
に
か
カ
メ
ラ
は
入
れ
替
わ
り
、
私

の
手
に
は
一
眼
レ
フ
が
。 

そ
れ
以
来
、
一
眼
レ
フ
は
私
の
旅
の

友
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

    

そ
の
二
（
ふ
ぅ
）
ハ
ン
グ
ル 

 

き
っ
か
け
は
近
く
に
ハ
ン
グ
ル
教
室

が
あ
っ
た
か
ら
。 

英
語
以
外
の
外
国
語
な
ら
何
で
も
よ

か
っ
た
の
だ
が
、
日
本
語
と
似
て
る
し
、

語
順
も
一
緒
な
の
で
、
き
っ
と
簡
単
だ

ろ
う
と
思
っ
た
の
が
大
間
違
い
。
母
音

は

10
個
あ
る
し
、
子
音
も
日
本
語
に
は

な
い
発
音
が
い
っ
ぱ
い
。
自
分
で
は
正

し
い
発
音
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、

な
か
な
か
通
じ
な
い
。 

初
め
て
韓
国
に
行
っ
た
時
、「
ソ
ウ
ル

ヨ
ク
（
ソ
ウ
ル
駅
）
」
と
い
う
言
葉
が
通

じ
ず
、
英
語
の
方
が
通
じ
た
と
い
う
お

粗
末
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。 

よ
く
「
ヨ
ン
様
が
き
っ
か
け
で
す

か
？
」
と
か
、「
韓
流
ド
ラ
マ
が
す
き
な

ん
で
し
ょ
う
？
」
と
聞
か
れ
る
が
、
実

は
逆
で
、
韓
国
語
の
勉
強
の
た
め
に
ド

ラ
マ
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。 

    

き
っ
か
け
は
、
娘
た
ち
が
海
外
に
行

っ
て
い
た
こ
と
。 

ス
カ
イ
プ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
す
る
無
料
電
話
）
で
よ
く
通
話
も

し
て
い
た
が
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ
が
今
は

面
白
い
。
年
齢
も
住
ん
で
い
る
所
も
関

係
な
く
お
友
達
に
な
れ
る
し
、
自
分
の

ア
ッ
プ
し
た
記
事
に
「
い
い
ね
！
」
し

て
も
ら
っ
た
時
と
か
、
コ
メ
ン
ト
を
書

い
て
も
ら
っ
た
時
に
は
ち
ょ
っ
と
嬉
し

い
。
ま
あ
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
る
が
、

社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
優
れ
も
の
の
ツ
ー
ル
だ
と

思
う
。 

そ
し
て
最
近
は,

I
・
p

a

d
に
は

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
た
使
い
勝
手

が
よ
く
年
々
衰
え
ゆ
く
視
力
を
補
完
す

る
に
は
ま
た
と
な
い
ツ
ー
ル
で
あ
る
。 

や
り
過
ぎ
て
肩
こ
り
が
ひ
ど
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、「
お
か
あ
さ
ん
、
い
い

か
げ
ん
に
し
た
ら
」
と
、
親
子
逆
転
の

図
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
。 

 

我
が
家
で
は
ひ
そ
か
に
「
I
・
p

a

d
先
生
」
と
呼
び
、
困
っ
た
時
の
出
番

は
パ
ソ
コ
ン
を
抜
い
て
一
番
で
あ
る
。 

私
自
身
こ
れ
ほ
ど
い
ろ
ん
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ツ
ー
ル
に
夢
中
に
な
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

文
系
だ
し
、
機
械
は
苦
手
な
方
で
あ
る
。

ウ
ィ
ン
ド
ー
ズ
が
出
た
当
初
も
（
自
分

の
頭
を
指
し
て
）
私
は
こ
こ
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
あ
る
か
ら
、
な
ど
と
嘘
ぶ

い
て
い
た
。
そ
ん
な
私
で
も
手
を
出
せ

る
ほ
ど
、
現
代
は
進
化
し
て
い
る
の
で

あ
る
。 

 

こ
れ
は
幸
せ
な
こ
と
か
？
は
た
ま
た

不
幸
の
は
じ
ま
り
な
の
か
？ 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
の
手
習
い
ひ
ぃ
ふ
ぅ
み
ぃ 

 
 

す
だ 

た
ま
こ 

 

 

そ
の
三
（
み
い
） 

  
 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク 
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あ
る
日
の
夕
方 

こ
ん
な
き
れ
い
な
夕
焼
け
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
珍
し
い
。 

椋
鳥
が
ね
ぐ
ら
に
帰
っ
て
い
く
。
空
を
何
回
も
何
回
も
旋

回
し
た
。 

 
 

 
 

 

本
川
越
駅
前
に
て 

 

某
年
某
月
某
日 

都
内
某
所
に
て 

 

 

2012
年
10
月
13
日 

Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
体
育
祭
の
日
、
世
に
も
珍
し
い
雲
が
あ

ら
わ
れ
た
。
そ
の
名
も
「
さ
ば
雲
」
と
い
う
。 

2012 年 5 月 20 日 金環日食 

光の輪 きらきらゆれて きれいだな 

By 

ＴＡＭＡＫＯ 
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コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン 

  

７１
才
で
、
永
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め

た
。
嘱
託
勤
務
と
は
い
え
、
自
分
の
時 

 

７１
才
で
長
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
た
。

嘱
託
勤
務
と
は
言
え
、
自
分
の
時
間
は

思
う
よ
う
に
は
取
れ
な
い
こ
と
が
退
職

の
理
由
だ
。 

 

趣
味
や
好
き
な
事
が
多
い
の
で
、
時

間
を
持
て
余
す
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
。
し
か
し
人
と
の
か
か
わ
り
や
、
体

を
動
か
す
事
が
少
な
く
、
運
動
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
、
会
話
が

少
な
い
事
や
、
体
力
の
衰
え
を
カ
バ
ー

す
る
方
法
を
探
し
て
い
た
。 

 

こ
の
様
子
を
み
て
い
た
隣
人
に
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
興
味

が
わ
か
ず
思
案
し
て
い
た
。
す
る
と
タ 

イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
シ
ニ

ア
会
員
の
募
集
が
あ
り
、
早
速
応
募
し

た
。
定
年
後
の
運
動
不
足
の
解
消
を
目

的
に
す
る
人
が
多
く
、
す
ぐ
定
員
に
達

し
締
め
切
ら
れ
た
。
運
よ
く
会
員
に
な

っ
て
早
３
年
が
経
過
し
た
。 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
や
ろ
う
と
思
い
、
応

募
し
た
理
由
は
、
こ
の
状
況
に
当
て
は

ま
る
内
容
が
多
く
あ
っ
た
事
に
よ
る
。

そ
れ
は
、
次
の
様
な
項
目
に
な
る
。 

 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
始
め
た
理
由
は
、
こ

の
状
況
に
当
て
は
ま
る
内
容
が
多
く
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
好
き

な
時
間
に
誰
と
で
も
楽
し
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
を
楽
し
む
に
は
最
適
と
判

断
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

           

ス
ポ
ー
ツ
を
自
分
で
や
ろ
う
な
ど
と

考
え
も
し
な
か
っ
た
が
、
身
体
に
負
担 

は
な
く
、
現
在
ま
で
楽
し
く
プ
レ
ー
を

し
て
い
る
。 

 

週
一
回
、
定
例
の
リ
ー
グ
戦
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
参
加
し
て
い
る
。 

 

５０
才
か
ら

７５
才
ま
で
の
巾
広
い
年
齢

層
で
、
参
加
人
員
は
３３
名
、
女
の
人
が

約
７０
％
を
占
め
て
い
る
。 

 

当
初
の
目
的
で
あ
る
体
力
を
維
持
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
の
に
は
、

大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

重
さ
約
５

ｋｇ
以
上
の
ボ
ウ
ル
を
投

げ
て
、
ピ
ン
を
倒
す
こ
と
だ
け
の
ス
ポ

ー
ツ
だ
。
約
２
時
間
の
運
動
だ
が
、
無

理
な
く
体
力
を
使
え
、
良
い
プ
レ
ー
に

は
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
、
拍
手
で
祝
福
さ

れ
る
の
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
に
は
非

常
に
い
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

参
加
者
の
年
齢
を
見
る
と
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
は
そ
の
人
に
合
っ
た
方
法
で
出
来

て
、
誰
に
で
も
勧
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
。
時
間
も
早
朝
か
ら
深
夜
迄
、

そ
の
時
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
楽
し
む

事
が
で
き
る
。
近
く
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

を
の
ぞ
い
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 

   
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

        

道
標
（
み
ち
し
る
べ
）
と 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

 

狭
山
市
内
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場 

 

新
狭
山
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４ 

２
９
５
２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１
１
１ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照 

 

こ
こ
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

出
て
い
な
い
お
得
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

 

６０
才
以
上
、
水
曜
日
、
金
曜
日 

の
、
１７
時
ま
で
、
１
ゲ
ー
ム 

２
１
０
円
（
何
ゲ
ー
ム
で
も
可
） 

 

そ
の
他
、
土
、
日
、 

 

こ
こ
で
頭
の
体
操
で
す
。 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
ピ
ン
を
全
部

倒
す
事
を
ス
ト
ラ
イ
ク
と
言
う
。 

３
回
連
続
さ
せ
る
事
を
何
と

言
う
か
。
ゴ
ル
フ
で
、
規
定
打
数

よ
り
３
打
少
な
い
こ
と
を
何
と

言
う
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
鳥
の
名

前
が
つ
い
て
い
る 

つ
い
て
い
る
。 

     

                                 新狭山グランドボウル 

ＴＥＬ．０４－２９５２－２１１１ 

 ６０才 以上限定（免許証等必要） 

  １ゲーム  ２１０円 

 ただし、水曜日 金曜日 限定 

          （１７時まで） 

その他、詳しくは、ホームページへ 

 

新 
 

 

旧 

 
 

動 

と 

静
を 

楽
し
む 

 

大
竹
征
一
郎 
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道
標
（
み
ち
し
る
べ
）
と 

未
知
と
の
遭
遇 

  

最
新
の
趣
味
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
が

定
着
し
た
が
、
長
く
続
い
て
い
る
の
が

読
書
で
あ
る
。
本
格
的
に
本
を
読
み
始

め
た
の
は
、
約
６０
年
前
、
講
談
社
版
の

「
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
」
で
あ
る
。 

全
集
は
友
人
の
家
に
あ
り
、
そ
れ
を

勝
手
に
借
り
て
読
ん
で
い
た
（
蛇
足
、

友
人
と
は
今
も
交
友
あ
り
） 

 

「
岩
窟
王
」
や
「
三
銃
士
」
に
引
き

込
ま
れ
、
一
喜
一
憂
し
た
感
覚
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。
今
は
、
読
ん
だ
内
容
を
す

ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
頃
読
ん
だ

本
の
内
容
は
、
い
ま
で
も
覚
え
て
い
る
。 
 

 

「
岩
窟
王
は
」
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
映
画
化
さ
れ

評
判
を
呼
ん
で
い
る
。 

会
社
へ
勤
め
始
め
る
と
、
世
界
文
学

全
集
と
日
本
文
学
全
集
を
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
楽
し
み
が
増
え
、
通
勤

途
中
で
も
よ
く
読
ん
で
い
た
。
記
憶
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

ー
の
「
罪
と
罰
」
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の

「
大
地
」
な
ど
、
読
み
応
え
の
あ
る
作

品
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

日
本
文
学
で
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
蜘

蛛
の
糸
」
夏
目
漱
石
の
「
草
枕
」
な
ど

が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
優
れ
た
文
学

書
が
、
人
生
の
機
微
な
ど
を
詳
細
に
記

し
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
生
き
て
い
く

た
め
の
「
み
ち
し
る
べ
」
の
役
目
を
し

て
く
れ
た
。 

優
れ
た
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
で
、

日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
過
ご
せ
、

今
考
え
れ
ば
い
い
時
代
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。 

 

今
は
読
書
人
口
も
少
な
く
、
本
の
売

れ
行
き
も
芳
し
い
も
の
で
は
な
い
よ
う

だ
。
古
く
か
ら
の
読
書
好
き
に
は
残
念

で
あ
る
が
、
拡
大
し
て
読
む
こ
と
が
で

き
る
、
電
子
図
書
が
出
回
り
、
め
が
ね

を
使
用
す
る
う
っ
と
う
し
さ
が
な
く
な

り
、
よ
り
多
く
の
人
が
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
た
、
目
が
不
自
由
、
読
む
の
が
面

倒
な
人
た
ち
に
も
、
名
作
が
聴
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
Ｃ
．
Ｄ
．
化
も
さ

れ
便
利
に
な
っ
た
。 

         

推
理
小
説
・
恋
愛
小
説
・
歴
史
小
説
・

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、「
未
知
と
の

遭
遇
」
を
楽
し
め
る
本
も
あ
る
。
趣
味

と
実
務
書
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
時
々
で

自
分
に
合
う
も
の
を
選
ぶ
の
も
よ
い
だ

ろ
う
。 

 

読
書
が
習
慣
に
な
り

６０
年
以
上
た

っ
た
。
毎
日
、
本
を
読
む
こ
と
に
抵
抗

は
な
い
が
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も

い
い
の
で
、
少
し
で
も
習
慣
に
し
て
い

く
こ
と
を
勧
め
た
い
。
慣
れ
る
ま
で
は
、

図
書
館
で
借
り
れ
ば
費
用
も
か
か
ら
ず
、

色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
揃
っ
て
い
る

し
、
立
ち
読
み
も
で
き
る
の
で
、
一
度

図
書
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。 

               

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

 

狭
山
市
の
図
書
館 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中央図書館 

場所  狭山市駅西口 徒歩３分 

ＴＥＬ ０４－２９５４－４６４６ 

 狭山台図書館 

  場所  狭山市駅東口 バス ２０分 

      狭山台バス停 徒歩  ３分 

  ＴＥＬ ０４－２９５８－３８０１ 

  休館日 原則、月曜日 詳細は、ＴＥＬ． 

こ
こ
で
頭
の
体
操
で
す 

 

イ
ラ
ス
ト
は
、
作
家
の
芥
川
龍

之
介
で
す
。
こ
の
作
家
に
ち
な
ん

だ
文
学
賞
が
、
「
芥
川
賞
」
で
す
。

こ
こ
で
同
時
期
に
「
直
木
賞
」
が

発
表
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
作
家
の

フ
ル
ネ
ー
ム
を
答
え
て
下
さ
い
。 
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川
柳
特
集 

ジャーナル学科 制作作品 

 

達
人
と 

お
だ
て
ら
れ
つ
つ 

家
事
を
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武 

そ
う
じ 

 

停
ま
る
た
び 

青
春
も
ど
る
か 

ロ
ー
カ
ル
線 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
八 

邦
子 

 

愛
し
子
を 

抱
っ
こ
を
す
る
と 

泣
き
勝
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

悠
・
々
・
子 

  
温
泉
や 

心
も
か
ら
だ
も 

ｈ
ｏ
ｔ
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

猫 

た
ま
こ 

    

啓
蟄
や 

も
た
げ
た
緑 

花
を
待
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
マ
マ 
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恋
の
ゆ
く
え 

 
 
 
 

 

 

ジ
ャ
ー
ナ
ル
学
科
で
の
恋
の
て
ほ
ど
き
に
よ
り
、
出
来
な
か
っ
た
事
が
、
だ
ん
だ
ん
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
事
は
、
楽
し
く
、
嬉
し
い
事
で
し
た
。 

私
の
老
い
ら
く
の
恋
は
、
決
し
て
無
理
せ
ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
、
ゆ
っ
く
り
じ
わ
じ
わ
と
、

夢
中
に
な
っ
て
、
い
つ
か
あ
な
た
の
心
を
動
か
し
て
み
た
い
。 

 
 

 

冨
澤 

邦
子 

 
. 

 

こ
の
一
年
で
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
知
り
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
、
本

当
に
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
恋
に
発
展
す
る
に
は
、
時
間
を
掛
け
て
、
ゆ
っ
く

り
熟
成
さ
せ
た
い
。
こ
の
ま
ま
続
け
る
の
で
は
な
く
、
離
れ
た
所
か
ら
見
る
の
も
い
い
の

か
な
と
、
考
え
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
竹
征
一
郎 

  

第
二
の
故
郷
・
狭
山
市
内
を
散
策
す
る
の
が
、
大
好
き
だ
。
夕
日
が
大
空
を
朱
鷺
色
に

染
め
上
げ
、
清
ら
か
な
陽
だ
ま
り
の
中
、
雑
木
林
の
小
道
を
散
歩
し
た
。
す
る
と
路
傍
の

石
仏
が
に
っ
こ
り
笑
い
か
け
た
。
春
が
そ
こ
ま
で
近
付
い
て
い
る
。
四
季
を
通
し
て
武
蔵

野
な
ら
で
は
の
自
然
と
歴
史
を
楽
し
み
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
権
田 

恒
夫 

  

ジ
ャ
ー
ナ
ル
学
科
で
芽
生
え
た
恋
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
向
か
う
の
で
し
ょ
う
。
し
ば
ら 

く
は
こ
こ
ち
よ
い
風
に
乗
っ
て
風
に
吹
か
れ
る
ま
ま
た
だ
よ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
う
、

あ
の
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
『
風
に
吹
か
れ
て
』
を
く
ち
ず
さ
み
な
が
ら 

す
だ
た
ま
こ 

♪
そ
の
答
え
は
風
の
な
か
さ
。
風
が
知
っ
て
る
だ
け
さ
～ 

忌
野
清
志
郎
訳
詞 

   

最
近
に
な
い
緊
張
感
、
ド
キ
ド
キ
、
恋
を
し
て
い
る
の
か
し
ら
？ 

新
し
い
出
会
い
の

と
き
め
き
を
じ
っ
く
り
味
わ
い
、
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
終
着
駅
が
近
づ
い
て
き

た
よ
う
だ
。
何
や
ら
寂
し
く
な
っ
て
き
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
橋 

敏
子 

≪広告≫   一獲千金旅のご案内 

     

申し込は・ＵＳＯ１２３４．Jarnal まで 
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